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「ゴビウス・スタディ Gobius Study 第1集 (1-50号合




(2006) 出雲市平田地域のため池生物調査 (3) 水生無脊




シザキグリーン財団, 24 pp. 
ホシザキグリーン財団 (編) (2006) 「川や水路の生きもの
図鑑-平田地域の川と自然—」, 島根県立宍道湖自然館, 
ホシザキグリーン財団, 36 pp. 
ホシザキグリーン財団 (2006) 出雲市平田地域のため池生
物調査(1)成果の概要. HGF研報, 9: 1-12.／2001年9月～
2003年10月, 179種 (未同定種を含めると200種)。
市川憲平 (2004) 放棄田ビオトープによる里の自然再生
とタガメやその他の水生動物の定着. HGF研報, 7: 
137-150.
新部一太郎・星川和夫 (2006) 松江市・竜渓洞の生態系と
そこに生息する不思議な生き物たち. pp. 261-268. In: 
日本生物教育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生
物. 日本生物教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 
pp.
尾原和夫 (2006) 島根県の動物相. pp. 87-97. In: 日本生物教
育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物. 日本生物
教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
尾原和夫 ( 2 0 0 6 )  しまね生物教師列伝③平田駒太郎
(1871-1921) の動物学上の業績について. p. 98. In: 日本
生物教育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物.日
本生物教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
大畑純二 (2005) 益田市高島の動物調査雑記. 島根県立三瓶
自然館研究報告, 3: 77-78.
ラムサール条約ガイドブック編集委員会 (2004) 「宍道湖・
中海ラムサール条約ガイドブック」, 28 pp. 宍道湖・中
海汽水湖研究所.
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島田　孝 (2005) 隠岐の山野を歩いて—島外者から見た隠
岐の自然—. 隠岐の文化財, 22: 7-22.
島根県景観自然課 (編) (2004) 改訂しまねレッドデータ
ブック, 416 pp.／1997年に発行された「しまねレッド
データブック」の全面的な改訂版. 。動物部門では, 野
生絶滅6種, 絶滅危惧種I類50種, 絶滅危惧II類73種, 準絶
滅危惧178種, 情報不足168種の計475種が解説つきで
リストアップされている。また, 植物部門では野生絶
滅3種, 絶滅危惧I類96種, 絶滅危惧II類130種, 準絶滅危
惧114種, 情報不足18種の計361種が解説つきでリスト
アップされている。4000円。 (KY)




山口勝秀・黒崎光恵・淀江賢一郎 (編) (2004) ゴビウス・
スタディ Gobius Study 第2集 (51-100号合本), 島根県立
宍道湖自然館, 102 pp.
淀江賢一郎 ( 2 0 0 6 )  しまね生物教師列伝⑤上田常一
(1903-1981), p. 152. In:日本生物教育会島根大会実行委
員会 (編) 新島根の生物.日本生物教育会島根大会実行
委員会(出雲市), 274 pp.
淀江賢一郎 ( 2 0 0 6 )  しまね生物教師列伝⑥増田耕作
(1902-1998), p. 188. In: 日本生物教育会島根大会実行委
員会 (編) 新島根の生物. 日本生物教育会島根大会実行
委員会 (出雲市), 274 pp.
淀江賢一郎 ( 2 0 0 6 )  しまね生物教師列伝⑦木村康信




献目録 Part 4 (2000-2002). HGF研報, 7: 1-27.
【哺乳類】
岸本康誉 (2003) 島根半島弥山山地におけるニホンジカ個
体群の生態学的特性. 73 pp. 自刊. 





起源. 143-158.　In: 増田隆一・阿部　久 (編) 動物地理
の自然史【分布と多様性の進化学】北海道大学図書刊
行会 (札幌), 288 pp.
桑原一司・奥田雅史 (2003) 島根県瑞穂町におけるコウモ
リの越冬洞と繁殖洞. 高原の自然史, 7: 59-83.
内藤順一 (2003) 高津川下流でモモジロコウモリとユビナ
ガコウモリを採集. 比婆科学, 208: 38.／2002.II.3, 益田
市須子町でモモジロコウモリ, ユビナガコウモリを採
集. カラー写真を添付。
内藤順一 (2003) 広島県動物誌資料 (15). 比婆科学, 211: 
27-32.／島根県羽須美村下口羽でのモモジロコウモリ
の記録 (2002年8月5日), 同地でのユビナガコウモリの
記録 (2002年10月9日) が含まれる。(KY,  NT)
大畑純二 (2003) 島根県で初めて生息が確認されたコモグラ
とミズモグラ. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1: 3-8.／6
体のコモグラ標本とキツネの糞に含まれていたミズラ
モグラの骨1個体分を報告. 2種とも島根県初記録。
大畑純二 (2005) 島根のコウモリ. 島根県立三瓶自然館研究
報告, 3: 84.
大畑純二 (2005) 日本のモグラ・島根のモグラ. 島根県立三
瓶自然館研究報告, 3: 92.














Watanabe, T., Ishiguro, N., Nakano, M., Matsui, A., Hongo, 
H., Yamazaki, K. and Takahashi, O. (2004) Prehistoric 
Sado Island populations of Sus scrofa distinguished from 
contemporary Japanese wild boar by ancient mitochondrial 





江角薫子 (2003) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 91: 
8.／2002.XII.1, 松江城山にてミサゴなど21種. 
江角薫子 (2003) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 91: 
8.／松江城山にて2002.XI.3, カルガモなど12種. 
江角薫子 (2003) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 92: 
8.／松江城山にて2003.II.2, カイツブリなど26種. 
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江角薫子 (2003) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 93: 
8.／2003.III.2, 松江市城山, カワウ, アオサギ, ルリビタ
キ, ジョウビタキなど18種。
江角薫子 (2003) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 94: 
10.／2003.IV.20,松江市城山, ミサゴ, トビ, カワセミな
ど18種。
江角薫子 (2004) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 97: 
9.／2003.XI.2, 松江市城山, カワウ, カルガモ, コサギな
ど18種。
江角薫子 (2004) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 97: 
10.／2003.XII.7, 松江市城山, カルガモ, アオサギ, トビ
など11種。 
江角薫子 (2004) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 98: 
7.／2004.I.7, 16種。 
江角薫子 (2004) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 98: 
8.／2004.II.1, 26種。
江角薫子 (2005) 松江城山探鳥会報告. スペキュラム, 103: 
9.／2005.X.24, 19種。
江角薫子 (2005) 1月の城山の鳥たち. スペキュラム, 104: 
7.／2005.Ｉ.2, 26種。
江角薫子 (2005) 2月の城山の鳥たち. スペキュラム, 104: 
8.／2005.II.6, 16種。
江角薫子 (2005) 3月の城山の鳥たち. スペキュラム, 105: 
8.／2005.III.6, 17種。 
江角薫子 (2005) 4月の城山の鳥たち. スペキュラム, 106: 
11.／2005.IV.17, 18種。
江角薫子 (2006) 11月の城山の鳥たち. スペキュラム, 109: 
7.／2005.XI.6, 13種。
江角薫子 (2006) 12月の城山の鳥たち. スペキュラム, 109: 
8.／2005.XII.4, 17種。 
江角薫子 (2006) 2月の城山の鳥たち. スペキュラム, 110: 
6.／2006.II.5, 18種。 
江角薫子 (2006) 3月の城山の鳥たち. スペキュラム, 111: 
12.／2006.III.5, 14種。 
秦　智明 (2003) 神戸川河口探鳥会報告. スペキュラム, 93: 
8.／2003.III.9, 大社町～出雲市境の神戸川河口にて, オ
オハム, カイツブリ, カンムリカイツブリなど34種。
秦　智明 (2005) 出雲大社の冬の鳥たち. スペキュラム, 105: 
8.／2005.II.13,20種。
秦　智明 (2006) 早春の出雲大社ウオッチング. スペキュラ
ム, 111: 12.／2006.III.12,21種。
秦　智明 (2006) 隠岐探鳥会報告2006年5月. スペキュラム, 
112: 3.／2006.V.2-6, 92種。
星野由美子 (2004) 三瓶探鳥会報告. スペキュラム, 101: 6.／
2004.VI.20, 21種。 
星野由美子 (2006) 三瓶山バードウオッチング. スペキュラ
ム, 113: 7.／2004.VI.18, 21種。 
星野由美子 (2004) 三瓶自然館野外観察コーナーで見られ
る鳥類I. 島根県立三瓶自然館研究報告, 2: 19-30.／40
種。
ホシザキグリーン財団 (編) (2006)  「グリーンパークで
Bird Watching」. 宍道湖グリーンパーク (ホシザキグ
リーン財団) (出雲市)
藤田泰宏・森　茂晃 (2005) 島根県隠岐航路における海
鳥の個体数と漁業資源との関係の検討. HGF研報, 8: 
241-246.
市橋直規 (2004) 美保関における春の渡り鳥標識調査報告. 
HGF研報, 7: 261-270.
飯塚洋一 (2003) 松江末次公園探鳥会報告. スペキュラム, 
92: 8.／松江市末次公園にてカンムリカイツブリなど
22種。
飯塚洋一 (2003) 宍道湖グリーンパーク探鳥会報告. スペ
キュラム, 96: 8.／2003.IX.21, カワウ, ダイサギ, チュウ
サギなど17種。 
飯塚洋一 (2003) 三瓶山探鳥会報告. スペキュラム, 95: 6.／
2003.VI.15, アオバト, ツツドリなど17種。 
飯塚洋一 (2004) 斐伊川河口探鳥会報告. スペキュラム, 97: 
9.／2003.XI.9, グリーンパーク, キンクロハジロなど. 
飯塚洋一 (2004) 春の城山ウォッチング. スペキュラム, 99: 
8.／2004.IV.18, 20種。
飯塚洋一 (2005) 中海大橋冬鳥ウオッチング. スペキュラム, 
104: 7.／2004.XII.12, 26種。 
飯塚洋一 (2005) 京羅木山バードウオッチング. スペキュラ
ム, 107: 6-7.／2005.III.13, 24種。 
飯塚洋一 (2006) 大橋川河口の鳥. スペキュラム, 109: 7-8.／
2005.XI.13, 26種。 
飯塚洋一 (2006) 神西湖バードウオッチング. スペキュラム, 
110: 5.／2005.XII.11, 19種。
井山　明 (2004) 僅かな記録の鳥たち- オーストンウミツバ
メ. スペキュラム, 99: 3-4.／このシリーズは文献を丹
念にあたってよく調べており, 新しい島根県鳥類目録
作成に貢献するものと思われる。(KY)
井山　明 (2004) 僅かな記録の鳥たち- オナガとある博物の
教師. スペキュラム, 100: 9-10.
井山　明 (2004) 僅かな記録の鳥たち- セグロアジサシ・コ
アジサシ. スペキュラム, 101: 2.
井山　明 (2005) 斐伊川河口探鳥会報告. スペキュラム, 
103: 8.／2005.XI.14, 22種。
井山　明 (2005) 僅かな記録の鳥たち- シロハヤブサ. スペ
キュラム, 104: 2.
井山　明 (2005) 僅かな記録の鳥たち- コシギ. スペキュラ
ム, 105: 2.
井山　明 (2005) 僅かな記録の鳥たち- シロアジサシ. スペ
キュラム, 107: 2.
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井山　明 (2005) 僅かな記録の鳥たち-続オーストンウミツ
バメ. スペキュラム, 108: 2.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち- ウミガラス. スペ
キュラム, 109: 5.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち-ウチヤマセンニュウ. 
スペキュラム, 110: 2.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち- 灯台衝突死鳥. スペ
キュラム, 111: 7-8.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち- カツオドリ. スペ
キュラム, 112: 2.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち- オオジシギ. スペ
キュラム, 113: 3.
井山　明 (2006) 僅かな記録の鳥たち- ベニバト. スペキュ
ラム, 114: 2.
市橋直規 (2004) 美保関における春の渡り鳥標識調査報告. 
HGF研報, 7: 261-270.
石本賢治 (2005) 1998年から2003年までに観察した島根県
で初記録と思われる鳥. HGF研報, 8: 303-306.
石本賢治 (2005) 島根県西部の日本海沿岸で見られるカモ
メ類についての考察. HGF研報, 8: 307-309. 
石本賢治 (2005) コムクドリの繁殖. スペキュラム, 107: 3.
岩井元康・森脇　肇・庄司俊朗 (2006) 島根県の鳥類. pp. 




ラス. スペキュラム, 105: 6.／2005.II.13, 隠岐 (島後) 今
津。
川上　章 (2003) 宍道湖グリーンパーク探鳥会報告. スペ
キュラム, 92: 7.／2003.I.19, 宍道湖グリーンパーク(平
田市園町) にてノスリなど19種を確認。 
川上　章 (2003) 鼻高山登山探鳥会報告. スペキュラム, 96: 
8.／2003.X.5, ハヤブサ, ヤマドリ, ハリオアマツバメな
ど21種。
川上　章 (2004) 暑い夏にシギチ. スペキュラム, 101: 4.
川上　章 (2005) 鼻高山登山探鳥会報告. スペキュラム, 103: 
7.／2005.X.24, 19種。 
Kawaji, N., Tojo, H., Matsuoka, S., Takano, H. and Kitahara, 
E. (2003) Catalogue of bird skin collection in Forestry and 
Forest Products Research Institute(FFPRI). Bulletin of 
FFPRI, 2(4): 271-350.





北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム,91: 表紙,1.
／2002.XI.16, 斐伊川河口右岸にてオオカラモズ。
北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム,92: 表紙,1.
／2003.II.9, 飯石郡吉田村にてオシドリ。
北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム, 93: 表紙,1.
／2003.IV.9, セイタカシギ。 
北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム, 94: 表紙,1.
／2003.V.10, 出雲市にてマナヅル。 
北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム, 95: 表紙,1.
／2003.VIII.11, 斐川町にてアオバズク。
北脇　努 (2003) 表紙写真と解説. スペキュラム, 96: 表紙,1.
／2003.X.8, オオハシシギ。
北脇　努 (2003) 鰐淵寺探鳥会報告. スペキュラム, 94: 10.／
平田市鰐淵寺, 2003.V.18, オシドリ, ミサゴ, イワツバ
メ, キビタキ, オオルリなど26種。
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 97: 表紙,1.
／2003.XII.14, ハヤブサ, 斐伊川河口。
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 98: 表紙,1.
／2004.II.1アビ, 斐伊川河口。 
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 99: 表紙,1.
／2004.IV.4, カリガネ, 斐伊川河口。
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 100: 表
紙,1.／2001.III.18, ミサゴ, 斐伊川河口。
北脇　努 (2004) 鰐淵寺観察会報告. スペキュラム, 100: 
14.／2004.Ｖ.16, 23種。 
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 101: 表
紙,1.／2004.VII.11, アオバズク, 斐川町荘原。 
北脇　努 (2004) 表紙写真と解説. スペキュラム, 102: 表
紙,1.／2004.X.2, マガン, 平田市島村。 
北脇　努 (2005) 表紙写真と解説. スペキュラム, 103: 表
紙,1.／2004.XII.9, コチョウゲンボウ, 斐伊川河口。 
北脇　努 (2005) 表紙写真と解説. スペキュラム, 104: 表
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湖), ウキゴリ (浜田市久代川), ゴクラクハゼ (益田市白
上川), カワヨシノボリ無斑型 (金城町周布川, 佐田川神
戸川, 大田市銀山川など), カワヨシノボリ斑紋川 (六日
市町鹿足河内川, など), シマヨシノボリ (美都町宇津
川など), ルリヨシノボリ (多伎町田儀川), クロヨシノ
ボリ (多伎町田儀川), オオヨシノボリ (多伎町田儀川), 
トウヨシノボリ宍道湖型 (益田市白上川など), トウヨ
シノボリ橙色型 (美都町板井川), ヌマチチブ (宍道湖), 




エイの新参異名. HGF研報, 7: 155-167.
Watanabe, K., Mori, S. and Nishida, M. (2003) Genetic 
relationships and origin of two geographic groups of the 





秋山耕治 (2006) 思わずにんまり紀行～島根県「仁万」. 
SPINDA, 21: 33-36.／ギフチョウとウラナミジャノメ
の探索記。
秋山耕治 (2006) 日本各地島めぐり～大根島. SPINDA, 21: 
104-105.／2005.IX.16, 大根島でアゲハなど蝶6種の採
集記録。
秋山美文 (2003) 広島県産甲虫の分布記録7. 比和科学博物
館研究報告, 42: 45-60.+3 pls.／広島県のゾウムシ上科
149種の目録。島根県内で採集された７種のデータを
含む。リンゴコフキゾウムシ, カシワクチブトゾウム




(5). 比和科学博物館研究報告, 43: 115-131.／益田市で
採集された甲虫が相当数含まれている。








採集. 月刊むし, 418: 6.／出雲市塩津町, 2005.VII.13, 2
♂3♀。島根県2例目。
筆谷憲一 (2006) 島根県東部・隠岐諸島の蝶観察記録2005
年. すかしば, 54: 20-21.
藤井正治 (2003) 安来市佐久保町の野生生物相第II報コウ
チュウ目その他の採集目録. すかしば, 51: 17-29.／263
種の採集目録。
藤原淳一 (2006) 島根県松江市におけるベーツヒラタカミ
キリの発生状況. HGF研報, 9: 145-149.
藤原淳一 (2006) 松江市でビロードハマキを目撃. すかしば, 
54: 16.
藤原淳一 (2006) 松江市ソフトビジネスパーク島根の甲虫. 
すかしば, 54: 69-70.／20種。
福井修二 (2004) アオマダラタマムシの越冬個体をモチノ
キから採集. すかしば, 52: 7,
福井修二 (2004) 冬虫夏草に寄生されたトゲアリの採集記
録. すかしば, 52: 7.
福井修二 (2004) オニクワガタの採集記録. すかしば, 52: 
9.／1994.IX.17, 1♀。匹見町安蔵寺山。
英　裕人(編) (2003) 「昆虫関連団体雑誌年鑑2003」. フタ






英　裕人(編) (2004) 「昆虫関連団体雑誌年鑑2004」. フタ
オ会 (鳥取市), 170 pp. 2000円. 
英　裕人(編) (2005) 「昆虫関連団体雑誌年鑑2005」. フタ
オ会 (鳥取市), 174 pp. 2000円. 
英　裕人(編) (2006) 「昆虫関連団体雑誌年鑑2006」. フタ
オ会 (鳥取市), 168 pp. 2000円. 
林　成多 (2004) 総説・日本のネクイハムシ亜科. HGF研報, 
7: 29-126.
林　成多 (2004) 日本産ネクイハムシ亜科の絵解き検索に
よる同定. HGF研報, 7: 127-136.
林　成多 (2004) 平田市で採集した甲虫類ゲンゴロウ科・
ガムシ科・ハムシ科について. すかしば, 52: 27-29.
林　成多 (2004) 平田市でイネネクイハムシを採集. すかし
ば, 52: 9.／平田市園町沖ノ島, 2003.VI.19, 2 exs. 移植し
たアサザのある人工池から発見。島根県初記録。
林　成多 (2004) 平田市でクチキコオロギを採集. すかしば, 
52: 32.
林　成多 (2004) イネネクイハムシの交尾・産卵行動. 月刊
むし, 406: 15-16.
林　成多 (2005) 斐伊川河川敷でカンムリセスジゲンゴロ
ウを採集. すかしば, 53: 37.
林　成多 (2005) 「改定しまねレッドデータブック」に掲
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載された直翅類の観察記録. すかしば, 53: 38-39.
林　成多 (2005) 日本産ネクイハムシ亜科の分布記録(1)ミ
ズクサハムシ属. HGF研報, 8: 39-70.
林　成多 (2005) 島根県宍道湖西岸のビオトープ池で確認
された水生昆虫(2003年). HGF研報, 8: 255-258.
林　成多 (2005) ネクイハムシ亜科の雄交尾器骨片の形態
学的研究. HGF研報, 8: 259-288.
林　成多 (2006) 島根県出雲市におけるツヤヒラタガムシ
の記録. HGF研報, 9: 56. 
林　成多 (2006) 島根県産ハムシ科目録. HGF研報,  9: 
67-111.／207種 (ブタクサハムシを含めると208種)。
林　成多 (2006) 宍道湖西岸の干潟に生息するゴミムシ類. 
HGF研報, 9: 112.
林　成多 (2006) 雲南市木次町ふるさと尺の内公園の水生
昆虫類. HGF研報, 9: 113-119.／42種。
林　成多 (2006) 日本産ネクイハムシ亜科の分布記録 (2) ネ
クイハムシ属・キイロネクイハムシ属. HGF研報, 9: 
151-192.
林　成多 (2006) 島根県宍道湖西岸のビオトープ池で確認
された水生昆虫 (2003-2005年). HGF研報, 9: 193-202.
林　成多 (2006) 出雲市神戸川河口の海浜性昆虫類.　HGF
研報, 9: 120.
林　成多 (2006) 出雲市大社町でオオキンカメムシを撮影. 
すかしば, 54: 11.
林　成多 (2006) 益田市河口の環境が激変！. すかしば, 54: 
16.
林　成多 (2006) 島根県産ヤマトタマムシとアオマダラタ
マムシの記録. すかしば, 54: 16.
林　成多 (2006) 出雲市の海岸で採集したウミコオロギ. す
かしば, 54: 29.
林　成多 (2006) 島根県と鳥取県のムネアカアワフキの記
録. すかしば, 54: 36.
林　成多 (2006) 島根県東部でのハマダラハルカの記録. す
かしば, 54: 36.
林　成多 (2006) 島根半島西部でのイシガケチョウの記録
(2004年). すかしば, 54: 61.
林　成多 (2006) 雲南市尺の内公園のウシカメムシ. すかし
ば, 54: 61.
林　成多 (2006) 三刀屋町峯寺で採集した甲虫類. すかしば, 
54: 62.
林　成多 (2006) 雲南市大東町で採集した止水性の水生昆
虫. すかしば, 54: 63-64.
林　成多 (2006) 飯南町赤名のツヤネクイハムシとババス
ゲヒメゾウムシ. すかしば, 54: 65.
林　成多 (2006) 雲南市大東町で採集した止水性の水生昆
虫. すかしば, 54: 63-64.
林　成多 (2006) オオヒョウタンゴミムシ成虫の出現時期
について. すかしば, 54: 65.
林　成多 (2006) 「改定しまねレッドデータブック」に掲
載された直翅類の観察記録 (その2). すかしば, 54: 66.
林　成多 (2006) 松江市城山のヒナカマキリ. すかしば, 54: 
66-67.














録—. HGF研報, 9: 245-263.／304種 (うち隠岐初記録は
47種)。
林　成多・島田　孝 (2005) 隠岐島後でチャイロチビゲン
ゴロウを採集. すかしば, 53: 48.／2004.VIII.7, 布施村卯
敷。2004.IX.13, 都万村大津久。隠岐初記録。
林　成多・島田　孝 (2006) 島根県東部および隠岐諸島の







追加記録. HGF研報, 6: 98.／大根島, 2002.X.19。
星川和夫・中薗洋行 (2003) ウスイロヒョウモンモドキの






における諸問題. 日本鱗翅学会中国支部報, 7: 6-7.／材
料は松江市のルリシジミ, 鳥取県三徳山のスギタニル
リシジミ。
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の訂正と追加. 比和科学博物館研究報告, 46: 77-82.／
隠岐・西の島町産の個体について図示と解説。
今坂正一 (2006) 日本産アオハムシダマシ図鑑. 月刊むし, 
421: 20-35.／隠岐固有種アキアオハムシダマシ。
今坂正一・中村慎吾 (2003) 広島県のジョウカイボン相 (第
7報). 中村慎吾／次の6種の島根県産データを含む。
ホッカイジョウカイ, ヒメジョウカイ, ババジョウカイ
西日本亜種, セボシジョウカイ, クビボソジョウカイ, 
クロニンフジョウカイ。
池崎善博・中村慎吾 (2003) 広島県のハナアブ類(VI). 比和
科学博物館研究報告, 42: 75-82.／オオヒメヒラタアブ, 
クロヒラタアブ, ホソヒラタアブ, フタホシヒラタア
ブ, ナミホシヒラタアブ, ホソヒメヒラタアブ, キタヒ
メヒラタアブ, キベリヒラタアブ, サッポロヒゲナガハ
ナアブ, ホシツヤヒラタアブ, ノヒラマメヒラタアブ, 
クロコヒラタアブ, ホソモモブトハナアブ, シマハナア
ブ, キョウコシマハナアブ, ナミハナアブ, オオハナア
ブ, キカオナガハナアブ, ナミルリイロナガハナアブの
19種の島根県産データを含む。
池崎善博・山内健生 (2006) 島根県のハナアブ科, 山陰自然
史研究, 2: 13-17.




献資料一覧. HGF研報, 7: 179-260.








集. 月刊むし, 418: 18.
伊藤　寿 (2006) 島根県におけるホシミスジとウラナミ
ジャノメの採集例. すかしば, 54: 15.
伊藤　寿 (2006) 中国地方のホシミスジの謎. 日本鱗翅学会
中国支部報, 7: 4-6.
Ishiwata, S. (2003) A revision of the genus Cincticostella 
(Insecta: Ephemeroptera: Ephemeellidae) from Japan. 
Species Diversity, 8: 311-346. ／Cincticostella属カゲロウ
の分類学的改訂. 次の種の検討標本に島根県産の標本
が含まれる：Cincticostella elongatula (McLachlan) オオ
クママダラカゲロウ (匹見川石見横田, 匹見川高津, 隠
岐布施) C. nigra (Uéno) クロマダラカゲロウ (匹見川匹
見, 匹見川石見横田)(NT)
伊藤良輔・星川和夫 (2003) マユタテアカネ雌雄成虫にお












シ(3). すかしば, 52: 49-64.／島根県と鳥取県西部にお
ける帰化昆虫ブタクサハムシの分布状況の続報。
門脇久志 (2005) 島根県および鳥取県西部のブタクサハム
シ(4). HGF研報, 8: 203-217.
門脇久志 (2006) 島根県および鳥取県西部のブタクサハム
シ5.　2001-2005年の調査結果のまとめ—. HGF研報, 9: 
265-294.
門脇久志・三島秀夫 (2003) 蛾の記録ひとつ. すかしば, 51: 
8.
門脇久志・三島秀夫 (2006) 隠岐島の蛾 (IV). すかしば, 54: 
23-29.／143種。
神垣健司 (2003) 島根県浜田市におけるメスアカムラサキ
の記録. げいなんの自然, 6: 33.／浜田市三階山, 2003.
VIII.13, 1♂, 佐野博士氏撮影。
環境省自然環境局・生物多様性センター (編) (2003) 「生
物多様性調査動物1分布調査報告(昆虫(ガ)類)」, 181 
pp.／114種について分布情報を図示。
環境省自然環境局・生物多様性センター (編) (2003) 「生
物多様性調査動物1分布調査報告 (昆虫 (甲虫) 類)」, 
462 pp.／375種について分布情報を図示。
環境省自然環境局・生物多様性センター (編) (2003) 「生
物多様性調査動物1分布調査報告 (昆虫 (チョウ) 類)」, 
376 pp.／311種について分布情報を図示。
環境省自然環境局・生物多様性センター (編) (2003) 「生
物多様性調査動物1分布調査報告 (昆虫 (セミ・水生半
翅) 類)」, 137 pp.／74種について分布情報を図示。
環境省自然環境局・生物多様性センター (編) (2003) 「生
物多様性調査動物1分布調査報告 (昆虫 (トンボ) 類)」, 
279 pp.／206種について分布情報を図示。
加藤重和・椋木博昭 (2003) 安蔵寺山の甲虫. すかしば, 51: 
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川又昌弘 (2004) 島根県大山と隠岐島後の昆虫相視察. 虫と
りあみ, 25: 13.
川野敬介 (2005) 島根県東部の止水性水生昆虫の分布記録. 
HGF研報, 8: 77-97.
川野敬介・星川和夫 (2003) 卵塊の有無によるオオコオイ
ムシAppasus major (Esaki)雄の移動性の違い. 中国昆虫, 
16: 55-58.








木元新作・中村慎吾 (2004) 広島県産ハムシ科分布資料 (3). 
比和科学博物館研究報告, 107-113.／島根県産17種の
データがある。
岸井　尚 (2003) 北山昭氏蒐集のコメツキムシ. ねじればね, 
107: 10-13.






ロウを採集. すかしば, 54: 30-31.／県東部, 2005.IX.17, 





京都大学蝶類研究会(編) (2004) 2003年日本産蝶類採集情報. 
SPINDA, 19: 120-149.／三瓶山小屋原のギフチョウの
採集記録。
京都大学蝶類研究会(編) (2005) 2004年日本産蝶類採集情報. 
SPINDA, 20: 106-142.／島根町のシルビアシジミの採
集記録
京都大学蝶類研究会(編) (2006) 2005年日本産蝶類情報. 
SPINDA, 21: 135-178.／クロコノマチョウを大田市久
利, 2005. IX.15, 1ex確認。
前田泰生 (2006) 島根県産メバエ類の採集記録. すかしば, 
54: 1-6.／15種。





送粉様式. HGF研報, 7: 275-303.
前田泰生・北村憲二・松本圭司 (2004) コモンツチバチの




生ハナバチ相の生態学的研究. NEW ENTOMOLOGIST, 
52: 19-47.／三瓶山北の原から上多根までの道路沿い
で, 1991.V.26-X.2 (9回), 1992.IV.2-V.20 (3回), 計12回の
調査によって81種を記録した。優占種はキオビツヤハ
ナバチ。
皆木宏明・葦矢崇司・原　志男 (2005) イズモコバイモ (ユ
リ科) の訪花昆虫と結実. 島根県立三瓶自然館研究報
告, 3: 57-60.
皆木宏明 (2005) イズモコバイモの訪花昆虫相. 島根県立三
瓶自然館研究報告, 3: 87.
三島秀夫 (2006) 島根県の蛾類. pp. 247-260. In: 日本生物教
育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物.日本生物
教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
三島秀夫 (2003) 三瓶自然館に収蔵されている鱗翅目：ヤ
ガ科標本について. 島根県立三瓶自然館研究報告, 1: 
21-28.／島根県のヤガ科91種を追加. 県内で記録され
るヤガ科は559種 (疑問種除く) となる。
三島秀夫 (2003) 三瓶山でクロカタビロオサムシを採集. す
かしば, 51: 8.／2001.V.16, 大田市三瓶山北の原。
三島秀夫 (2004) ヒロヘリアオイラガについて. すかしば, 
52: 22.
三島昭一 (2004) ヒサマツミドリシジミを島根県旭町で採
卵する. すかしば, 52: 25.
三島昭一 (2004) ギフチョウの新産地. すかしば, 52: 26.
三島寿雄 (2005) 秋の木次線沿線の蝶. すかしば, 53: 30.




告. 中国昆虫, 16: 35-44.
中薗洋行 (2006) キンイロエグリタマムシとアカマダラセ
ンチコガネをFITで採集. すかしば, 54: 31-32.
中峰　空 (2005) 中国地方におけるセダカコブヤハズカミ
キリの分子系統解析. HGF研報, 8: 71-76.
中村慎吾・松田　賢 (2005) 島根県高津川の昆虫類, 2000年
の調査結果. HGF研報, 8: 99-172.
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南部敏明 (2002) 隠岐の島で採集したショウジョウバエ. 埼
玉動物研通信, 41: 21.／2002.VI.25-30,ショウジョウバ
エ科13種. 
南部敏明 (2002) 島根県隠岐(島後)で6月に採集した蜂. 埼玉
動物研通信, 41: 32-37.／ハバチ, ヒメバチ, アリ, ギング
チバチ, コハナバチなど56種の採集記録. 
日本産アリ類データベースグループ (2003) 学研の大図鑑. 







二村正之 (2006) 出雲市塩冶町でムラサキツバメを目撃. 
すかしば, 54: 13.／島根大学医学部構内, 2005.VIII.30, 
1ex.
西川　勝・島田　孝 (2004) 隠岐諸島のハサミムシ目. すか
しば, 52: 20-21.／4種。
野村周平・福井修二 (2004) 島根県で採集されたアリヅカ
ムシ第1報. すかしば, 52: 3-7.／福井修二氏が採集して
野村周平博士が同定。34種。
野崎隆夫・中村慎吾 (2005) 島根県で採集されたトビケラ








ているハサミムシ類の標本. 比婆科学, 218: 45-47.
尾原和夫 (2003) 島根県における水生食肉甲虫類の記録. す
かしば, 51: 9-15.
尾原和夫 (2003) すかしば50号の訂正. すかしば, 51: 15.／清
水寺のヒメハルゼミ (すかしば50: 50.) は初記録ではな
い。セスジナガカメムシ (すかしば36: 13.), シロヘリ
ツチカメムシ (青木コレクション目録, 1996) の2種も
島根県初記録ではない。
尾原和夫 (2003) 2003年大万木山域におけるエゾゼミ類の
記録. すかしば, 51: 29.／毛無山, 草ノ城山周辺でエゾ
ゼミ類3種を確認. 
尾原和夫 (2003) 島根県における水生食肉甲虫類の記録. す
かしば, 51: 9-15.／島根県内におけるコガシラミズム
シ科5種, コツブゲンゴロウ科2種, ゲンゴロウ科34種, 
ミズスマシ科などの目録。
尾原和夫 (2004) マツムラグンバイの再記録. すかしば, 52: 
32. 
尾原和夫 (2005) 2004年ツマグロキチョウの観察記録. すか
しば, 53: 30.
尾原和夫 (2006) 隠岐諸島のアメンボ類. Rostria, 52: 61-63.
尾原和夫 (2006) 島根県の半翅類. pp. 189-202. In:日本生物
教育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物.日本生
物教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
尾原和夫・三島秀夫 (2004) 2003年・隠岐のガあれこれ. す
かしば, 52: 17. 
尾原和夫・島田　孝 (2005) 隠岐で未記録のミズギワカメ
ムシ2種. すかしば, 53: 27. 
Okushima, Y. (2005) A taxonomic study on the genus Lycocerus 
(Coleoptera, Cantharidae) from Japan, with zoogeographical 
considerations. Japanese Journal of Systematic Entomology, 
Monographic Series, 2, 383 pp.／ジョウカイボン科
Lycocerus属の分類学的改訂。島根県産として次の種
の標本が扱われている：ジョウカイボン (西日本亜種) 
Lycocerus suturellus luteipennis, スエボシジョウカイ L. 
vitellinus, イシハラジョウカイ L. ishiharai, ミヤマクビ
アカジョウカイ L. nakanei, ホウキセスジジョウカイ L. 
hokiensis Okushima 2005, ヒメジョウカイ L. japonicus, 
ホソニセヒメジョウカイ L. okuyugawaranus, ツユキク
ロホソジョウカイ L. tsuyukii。(NT)
小村制申 (2003) 山陰のギフチョウ採集案内. ゆずりは, 
17:27-28.
大浜祥治 (2006) 島根県のトンボ類. pp. 171-187. In:日本生
物教育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物.日本
生物教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
大浜祥治 (2003) 八雲村星上山でヒメハルゼミの鳴き声を
確認. すかしば, 51: 33.／2003.VII.18, 八束郡八雲村東
岩坂。
大浜祥治 (2003) 田植え直後の水田で得られたゲンゴロウ
数種. すかしば, 51: 33.／松江市西忌部町一崎, 2003.V, 
クロゲンゴロウなど6種。
大浜祥治 (2003) 隠岐・島前の海士町でモノサシトンボが




トンボの大発生. すかしば, 52: 13.
大浜祥治 (2004) 松江市東津田町でクマゼミの鳴き声を確
認. すかしば, 52: 13.
大浜祥治 (2006) 江津市桜江町ほかでヒメハルゼミを確認. 
すかしば, 54: 6.
大浜祥治 (2006) 隠岐・島後の油井の池でコオイムシを確
認. すかしば, 54: 36.
大浜祥治 (2006) 益田市匹見町でスケバハゴロモを確認. す
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かしば, 54: 40.
大浜祥治・祖田　周・淀江賢一郎・三島秀夫 (2003) 島根











目録(IV)」. 100pp. 島根県立三瓶自然館. 
大西　剛 (2005) 春だ！ギフチョウ＋初夏だ！ゼフィルス
2005. 誤苦楽蝶, 41: 1399.／ギフチョウ。
酒井　香 (2004) 隠岐諸島におけるカッコウムシの記録. 月
刊むし, 406: 13.／5種。いずれも島田孝氏採集品。
坂田国嗣 (2004) チョウの観察記録. すかしば, 52: 41-46.
坂田国嗣 (2005) 2004年チョウ観察記録. すかしば, 53: 1-13.
坂田国嗣 (2005) ウスバシロチョウ吸水確認. すかしば, 53: 
13.
坂田国嗣 (2005) 鳥取県でクロミドリシジミ初記録され





坂田国嗣 (2005) モンシロチョウ, スジグロシロチョウ, ク
レオメに産卵確認. すかしば, 53: 13.
坂田国嗣 (2006) 島根県東部のウスバシロチョウ分布調査. 
すかしば, 54: 9-11.
坂田国嗣 (2006) 浜田市でクロセセリを確認する. すかしば, 
54: 13.／浜田市内, 2005.VII.30, 2 exs.
三瓶フィールドミュージアム財団(編) (2004) 島根県産昆虫
標本目録(I). 島根県立三瓶自然館収蔵資料目録, 9: 1-26.
Sasakawa, M. and Ishizaki, H. (2003) Fungus gnats of the 
genera Anatella, Allodia and Cordyla in Japan (Diptera: 




佐々木英之 (2006) 隠岐の島町でサツマシジミを採集. すか
しば, 54: 19.／隠岐郡隠岐の島町大久, 2005.IX.2, 1♂。
佐々木貴 (2003) 感動のあまりウスバギフになったお話. 
RINPOU, 130: 16-20.／2003.IV.6, 木次町, 鱗粉不完全の
ウスバギフ採集のことなど。




Satoh, A., Uéda, T., Enokido, Y. and Hori, M. (2003) Patterns 
of species assemblages and geographical distributions 
associated with mandible size differences in coastal tiger 














angulata (Fabricius)が使用されている (従来のCicindela 
sumatrensisはこれの新参シノニムだそう)。(NT)
島田　孝 (2004) 隠岐自然館甲虫標本目録. すかしば, 52: 
33-40.／隠岐自然館に展示されている甲虫標本目録, 9
科61種(146点)。
島田　孝 (2004) 隠岐島後の珍奇な脈翅類5種の記録. すか
しば, 52: 10.／ヘビトンボ, クロスジヘビトンボ, ツノ
トンボ, ヒメカマキリモドキ, キカマキリモドキ。
島田　孝 (2004) 2003年隠岐・島後セミの記録. すかしば, 
52: 18-19.
島田　孝 (2004) 隠岐島後からエサキアメンボを発見. すか
しば, 52: 19.／都万村油井の池, 2004.II.24, 1♂。国内の
島嶼からの初記録ともなる。
島田　孝 (2004) 隠岐のクチキコオロギとアオマツムシ. す
かしば, 52: 31-32.
島田　孝 (2005) 隠岐島後からキンキコルリクワガタを発
見. 月刊むし, 414: 18-25.／隠岐島後大満寺山からのキ
ンキコルリクワガタの発見の経緯の紹介。
Shimada, T. (2005) New records of Platycerus acuticollis akitai 
(Coleoptera, Lucanidae) from the Island of Dôgo of the Oki 
Islands, West Japan. Kogane, Tokyo, 6: 45-46.／ Platycerus 
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県隠岐諸島. Saikaku-Tsûshin, 11: 71-74. 隠岐諸島の自然
と甲虫の紹介。
島田　孝 (2006) 隠岐島後の重栖川河口の地表性昆虫 (1) ハ
マベゴミムシ. HGF研報, 9: 126.
島田　孝 (2006) 隠岐島後の重栖川河口の地表性昆虫 (2) オ
オツノハネカクシ. HGF研報, 9: 144.
島田　孝 (2006) 隠岐島後初記録のヨツバコガネ. 山陰自然
史研究, 2: 36.
島田　孝・秋田勝己 (2004) 隠岐・島後のオオキノコムシ
科. すかしば, 52: 10.／2003年4-10月, 7属13種。
島田　孝・石川　忠 (2004) 隠岐島後からアダチアカサシ
ガメを発見. すかしば, 52: 16-17.
島田　孝・山内健生 (2003) 隠岐諸島初記録のコカブトム
シ. 山陰自然史研究, 1: 20.
島田　孝・尾原和夫・大浜祥治 (2005) 隠岐の水生食肉甲
虫類. すかしば, 53: 41-48.／2003年-2004年の現地調査
で24種, 文献記録を整理すると29種。
Shimizu, A. and Wahis, R. (2004) Systematic study of the genus 
Cyphononyx (Hymenoptera: Pompilidae) occurring in 
Japan. Entomological Science, 7: 171-181.／ベッコウバ












新海義治 (2004) ヒサマツミドリシジミの採集記録. わたし
たちの自然, 88: 22.／旭町天狗石山, 2003.VI.29, 1♀。
同時にサツマシジミも採集。











オナガアカネの記録. すかしば, 52: 15.
祖田　周・大浜祥治 (2006) 2004年・2005年, 島根県の飛来
アカトンボの記録. すかしば, 54: 22.
曽田貞滋 (2003) ミトコンドリアDNA分析に基づく西日本
のオオオサムシ亜属の系統地理学的研究. HGF研報, 6: 
153-166.／西日本のオオオサムシ亜属5種 (ダイセンオ







鈴木謙治 (2006)　ニセマグソコガネの採集記録. すかしば, 
54: 32.
鈴木謙治 (2006) 島根県の甲虫類.pp. 203-218. In: 日本生物
教育会島根大会実行委員会 (編) 新島根の生物. 日本生
物教育会島根大会実行委員会 (出雲市), 274 pp.
田中正文 (2004) 六日市町幸地でのツマグロキチョウ. すか
しば, 52: 23-25.
田中真悟 (2006) ベイトトラップによるトビムシ類の採集
記録 (広島県, 鳥取県, 島根県, 山口県). 比婆科学, 220: 
11-17.／鳥取県日南町の13種, 島根県27種の記録を含
む。
田中俊朗 (2005) 2005年採集メモ帳. 蝶道, 337: 1744.／2005.
IV.9, 大原郡木次町, 15♂6♀。2005.IV.9, 飯石郡三刀屋
町, 6♂1♀。




ウ類の地理変異に関する系統学的解析. HGF研報, 8: 
25-30.
碓井　徹 (2003) 島根県隠岐諸島における水生半翅類の分
布記録 (1). Rostria, 51: 25-26.／オキナワイトアメンボ
(布施村南谷), オオアメンボ (都万村壇鏡の滝), タニガ
ワミズギワカメムシ (布施村南谷) の3種。
Watanabe, Y. and Shimada, T. (2005) New record of Micropeplus 
hiromasai (Coleoptera, Staphylinidae) from the Island of 
Dôgo of the Oki Islands, Japan. Elytra, 33: 602. 九州祖母
山と北海道から知られるのみであったハネカクシの1
種 Micropeplus hiromasai Watanabe & Shibata 1964の隠
岐島後壇鏡滝からの新記録。(NT)
Watanabe, Y. and Shimada, T. (2004) A new apterous 
Lathrobium (Coleoptera, Staphylinidae) from the Island of 
Dôgo of the Oki Islands off Western Honshu, Japan. Elytra, 
32: 293-298.／隠岐島後の土壌リターから採集された
標本に基づきLathrobium monticola　オキクロチビコバ
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Watanabe, Y. and Shimada, T. (2005) More apterous Lathrobium 
(Coleoptera, Staphylinidae) from Nishi-no-shima of the 
Dôzen group of the Oki Islands off western Honshu, Japan, 
Elytra, Tokyo, 33: 603-608. ／隠岐西ノ島よりLathrobium 
dozenense Y. Watanabe & Shimada 2005ドウゼンコバ
ネナガハネカクシを新種として記載。また, 島後か





ば, 51: 34-36.／ハンミョウ8種, ヒョウタンゴミムシ3
種の採集記録。ハンミョウの生態写真4点を含む。
山田　学 (2003) 島根県西部地域における大型水生昆虫の
採集記録. すかしば, 51: 39-48.／匹見町, 美都町, 金城
町, 六日市町, 浜田市, 益田市, 日原町, 三隅町, 旭町, 桜
江町, 柿木村, 弥栄村, 江津市における大型水生昆虫 
(コオイムシ, タガメ, ゲンゴロウ, ガムシ等) 22種の採
集記録. 生態写真7点を含む。
山田　学 (2003) 匹見町におけるオオチャイロハナムグリ




確認. すかしば, 51: 30.／全国的に減少著しいカワラ
バッタを益田市 (匹見川・高津川) で採集. 草地よりも
丸石だらけの見通しの良い開けた場所を好むという。
山田　学 (2003) 匹見町におけるツノトンボ・カマキリモ
ドキ・ヘビトンボの採集記録. すかしば, 51: 37-38.／
島根県匹見町内における脈翅目6種の採集記録。
山田　学 (2004) 西中国山地でのオオキノコムシの採集・





録. すかしば, 52: 12-13.
山田　学 (2004) 美濃郡匹見町でのクロモンシタバの採集
記録. すかしば, 52: 12-13.
山田　学 (2004) 益田市のクチキコオロギ・ウミコオロギ
類の採集記録. すかしば, 52: 30-31.
山口　茂 (2006) 隠岐にマダラクワガタ産す. 月刊むし, 426: 
68.／隠岐大満寺山, 2006.IV.19, 2幼虫。VI.12羽化。隠
岐初記録。
山本正志 (2005) 島根県中部地域 (江の川流域)における岩
場の蝶 (ホシミスジ, ウラナミジャノメ, ヘリグロチャ
バネセセリ)の採集及び観察記録. すかしば, 53: 23-25.
／新記録が多く含まれており重要な報文。(KY)
山本正志 (2005) 島根県中部地域 (江の川流域)におけるハ
ンミョウ類の採集及び観察記録. すかしば, 53: 31-34.
／9種。
山本正志 (2005) 江の川流域でシルビアシジミを採集. すか
しば, 53: 22.
山本正志 (2005) 江の川流域のイシガケチョウ. すかしば, 
53: 22.
山本正志 (2005) 江津市の海岸でギンイチモンジセセリを
採集. すかしば, 53: 25.
山本正志 (2005) 島根県石見町冠山のギフチョウ. すかしば, 
53: 25-26.
山本正志 (2005) ツマグロキチョウの調査報告 (2). すかし





採集. すかしば, 53: 29.／瑞穂町赤馬, 2004.VI.20, 1♀。
山本正志 (2006) 島根県中部地域(江の川流域)におけるゼ
フィルスの採集報告. すかしば, 54: 41-43.／ヒサマツ
ミドリシジミ (瑞穂町高見三滝, 2005.II.4, 3 eggs.), ウラ
クロシジミ (羽須美村戸河内大所, 2005.V.14, 2 larvae)
などを含む12種の記録。
山本正志 (2006) 島根県金城町波佐でサツマシジミを採集. 
すかしば, 54: 44.
山本正志 (2006) 島根県金城町弥畝牧場にてヒメシジミ, コ
キマダラセセリを採集. すかしば, 54: 44-45.
山本正志 (2006) 島根県中部地域 (江の川流域) におけるオ
オムラサキの採集・観察記録. すかしば, 54: 45-46.
山本正志 (2006) 江の川河岸のギフチョウ (大和村長藤高梨
のギフチョウの一習性). すかしば, 54: 46.
山本正志 (2006) 島根県川本町におけるオオヒカゲの生息
環境について. すかしば, 54: 47.
山本正志 (2006) 島根県中部地域 (江の川流域) における
クモガタヒョウモンの採集・観察記録. すかしば, 54: 
48-49.
山本正志 (2006) 島根県中部地域 (江の川流域) におけるツ
マグロキチョウの越冬地を確認. すかしば, 54: 49.
山本正志 (2006) 島根県中部地域 (江の川流域) における
ハッチョウトンボの採集・観察記録. すかしば, 54: 50.
山本正志 (2006) 島根県瑞穂町久喜にてグンバイトンボを
採集. すかしば, 54: 50-51.
山本正志 (2006) 島根県出雲地域のオオヒョウタンゴミム
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シの採集データ. すかしば, 54: 51.
山本正志 (2006) 島根県中部地域 (江の川流域)におけるキ
ンキコルリクワガタの採集・観察記録. すかしば, 54: 
52-53.
山本正志 (2006) 島根県邑智郡内で採集した注目すべき昆
虫2種 (ベーツヒラタカミキリ, クロウスタビガ). すか
しば, 54: 53.
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■ タイプ産地
1 .  隠岐島後標高 550 m 地点:　Lathrobium monticola 
Watanabe and Shimada, 2004. オキクロチビコバネナガハ
ネカクシ(甲虫目ハネカクシ科)
2. 隠岐西ノ島: Lathrobium dozenense Watanabe and Shimada, 
2005. ドウゼンコバネナガハネカクシ (甲虫目ハネカク
シ科)
